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 み 言 
 

「キリスト教の新しい未来」 
 

（平和経 P385～386） 

 

神様のみ旨とは何でしょうか。キリスト教の教
派の神様になることでしょうか、人類の神様に
なることでしょうか。神様のみ旨とは、世界的な
人類の神様になることです。救世主が来たの
は、キリスト教だけを救うためではありません。
世界を救うために来たのです。皆様がよく知っ
ているヨハネによる福音書第３章１６節を見れ
ば、「神はそのひとり子を賜わったほどに、この
世を愛して下さった。それは御子を信じる者が
ひとりも滅びないで、永遠の命を得るためであ
る」と言ったのであって、「一教派を愛し、一個
人を愛する」と言ったでしょうか。「世の中を愛
する」と言いました。それでは、世界がその神様
を探し出しましたか。サタンを追放しましたか。
地で失ったので、地に来て取り戻さなければな
らないのです。 

ですから、マタイによる福音書第１６章１９節を
見れば、イエス様が霊界に行かれる前に、天国
の鍵をペテロに与えながら、「あなたが地上で
解くことは天でも解かれるであろう」と地上の
重要性を説かれました。地上ですべてのことを
解決しなければならないというのです。 

全世界の人類を中心として、神様がすべてを
主管する王権をこの地上に立てましたか。サタ
ンが王権を握っているので、そのようにしなけ
れば、神様が計画どおりにできず、失敗した神
様になります。誰ゆえにですか。サタンゆえにで
す。そのようになればサタンにさえ及ばないと
いう結論になります。ですから、イザヤ書第４６
章 11 節を見れば、「わたしはこの事を語ったゆ
え、必ずこさせる。わたしはこの事をはかったゆ
え、必ず行う」という言葉があります。 

 
 
 

私たちは、悪の人類の先祖をもっていて、悪 
の夫婦の起源をもっていて、悪の兄弟の起源を
もっています。善なる人類の真の先祖と善なる
夫婦と善なる兄弟をもって罪のない息子、娘を
生むことができなかった私たちなので、地上で
これを成し遂げなければなりません。ですから、
神様を中心とした家庭を取り戻すことができな
ければ、国を取り戻すこともできず、世界も取り
戻すことはできません。 

ですから、イエス様はこの地に再び来て、神
様が愛する家庭をつくらなければなりません。
すなわち新郎として新婦を見いだしてこそ、真
の父母も生まれ、真の夫婦も生まれ、真の兄弟
も生まれるのです。これを完全に成し遂げるこ
とができなかったので、再び来て成し遂げるこ
とを預言したのが「小羊の婚宴」であり、新郎が
新婦を迎えることなのです。 

家庭をもってこそ氏族を取り戻し、民族を取り
戻し、国家を取り戻し、世界を取り戻すことがで
きるので、家庭が問題です。そのために新郎新
婦として来るようになるのが、「小羊の婚宴」で
す。新郎新婦が出会わなければならないので
す。 

最初のアダムが失敗したことを、二番目のア
ダムであるイエス様が来て復帰しなければなら
ないのですが、それができなかったので、三番
目に再臨主が来て成し遂げなければならない
というのです。聖書のコリント人への第一の手紙
第１５章４５節から４７節に、イエス様のことを「後
のアダム」「第二の人」と言ったのはそのためで
す。雲に乗って来ては成し遂げることができな
いので、人として来なければなりません。それ
で、人類の真の先祖と真の夫婦と新しいキリスト
教を中心として、世界の王権をつくって天の国
を成し遂げなければならないのが、来られる主
を迎えるキリスト教の使命です。 

今、そのような時が私たちの目前に近づいた
ことを知り、皆様が祈る中でそのような場に同
参することを願います。 
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